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第 18回「ＩＲ優良企業賞」発表 

一般社団法人 日本ＩＲ協議会（会長・隅修三 東京海上ホールディングス株式会社 取

締役会長）は、このほど 2013年度ＩＲ優良企業賞受賞企業を決定いたしました。 

「ＩＲ優良企業賞」（審査委員長・海津政信 野村證券株式会社 金融経済研究所 シニ

ア・リサーチ・フェロー兼アドバイザー）は、ＩＲの趣旨を深く理解し、積極的に取り組

み、市場関係者の高い支持を得るなどの優れた成果を挙げた企業を選び表彰することを目

的としており、今年で 18回目を迎えます。今年の受賞企業には、以下のような特徴があ

ります。 

○経営トップが市場の声も踏まえて中・長期の経営戦略を公表、実行している 

○海外事業の動向や為替の影響など、投資家の関心が高いデータ・情報を充実している 

○長年にわたってＩＲ活動を強化し、向上を続ける企業が増えている 

 

海津審査委員長は「ＩＲ優良企業に選定された企業はアナリスト・投資家等の期待を強

く意識し、株主価値向上に取り組んでいる。また、継続的で良く工夫された情報開示も信

頼につながっている」と語っています。 

審査対象は、日本ＩＲ協議会の会員企業のうち株式を公開している企業で、2013年の応

募企業は 276社となりました。受賞企業は下記の通りです。ＩＲ優良企業大賞 1社、ＩＲ

優良企業賞 5社、ＩＲ優良企業特別賞 5社、ＩＲ優良企業奨励賞 2社の合計 13社でした。

受賞企業の主な選定理由とこれまでの受賞歴は、別紙に記載しています。 

 

 

 

ＩＲ優良企業大賞 受賞企業 

株式会社 ローソン 

 

ＩＲ優良企業賞 受賞企業（社名 50音順） 

コマツ 

信越化学工業 株式会社 

住友金属鉱山 株式会社 

富士重工業 株式会社 

株式会社 三井住友フィナンシャルグループ 
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ＩＲ優良企業特別賞 受賞企業（社名 50音順） 

曙ブレーキ工業 株式会社 

アサヒグループホールディングス 株式会社 

株式会社 オートバックスセブン 

三井化学 株式会社 

株式会社 ユナイテッドアローズ 

 

ＩＲ優良企業奨励賞 受賞企業 

株式会社 アートネイチャー 

株式会社 ぐるなび 

 

各賞の概要は下記の通りです 

ＩＲ優良企業賞 

日本ＩＲ協議会の会員でかつ、株式を公開している企業を対象に、毎年選定・表彰し

ています。 

ＩＲ優良企業大賞 

過去 2回ＩＲ優良企業賞を受賞し、3回目も受賞に値すると評価された企業を表彰して

います。2005 年より表彰をスタートさせました。なお、受賞翌年から 2 年間は「ＩＲ

優良企業賞」の対象から除外されます。 

ＩＲ優良企業特別賞 

ＩＲ優良企業賞に応募した企業のうち、継続的にＩＲのレベルを高めている、業界のリ

ーダーとしてＩＲに積極的である、個人投資家向けＩＲの評価が高い――企業など、活

動内容に特徴の見られる企業を表彰しています。2005年より表彰をスタートさせました。 

ＩＲ優良企業奨励賞 

ＩＲ優良企業賞に応募した企業のうち、新興市場・東証二部の上場企業、および東証

一部上場企業であって新規に株式を公開後 10年目以内の中小型株会社の中から表彰

しています。2002年より表彰をスタートさせました。 

ＩＲ優良企業奨励特別賞 

ＩＲ優良企業奨励賞に応募した企業のうち、「奨励賞」受賞企業とほぼ同等と評価された

企業、今後の展開が期待される企業、ユニークな取り組みが評価された企業があった場

合に表彰することとします。2011年より新たに表彰をスタートさせました。 

 

審査方法は３段階で、下記のとおりです 

①  応募企業が提出した「調査票」の結果を基にした第一次審査（206社が二次へ進出） 

②  審査委員のうち、証券アナリスト、機関投資家、ジャーナリストなどの専門委員  

13 名がＩＲ優良企業対象企業 172社、奨励賞対象企業 34社を評価する第二次審査 

③ 専門委員による第二次審査をもとに、学術経験者、弁護士等も加わった審査委員

全員による第三次審査 
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表彰式は「ＩＲカンファレンス 2013」（12月 16日（月）開催、於：ガーデンシティ品川）

で午前 11時 40分から開催する予定です。 

 

問い合わせ先：  一般社団法人 日本ＩＲ協議会 事務局 

ＴＥＬ：03-5259-2676  ＦＡＸ：03-5259-2677 

担当： 

事務局長・首席研究員・佐藤、首席研究員・篠原、同・北薗、事務局 桜井、山崎 

 

日本ＩＲ協議会とは：1993年設立のＩＲ普及を目的とする非営利団体。会員数は（2013

年 10月末時点）で 564、主な活動はＩＲの研修活動、調査・研究、企業間の交流など。 

https://www.jira.or.jp 
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【別紙】受賞企業の主な選定理由と受賞歴 

 

ＩＲ優良企業大賞 受賞企業  

ローソン（09 年、12 年 ＩＲ優良企業賞、大賞は初） 

ＩＲ活動を高水準で継続している姿勢が高く評価されている。経営トップは株主重視の姿

勢を鮮明にし、株主資本コストを意識して経済的付加価値を最大化する経営戦略を実行し

ている。その枠組みの中でＩＲ活動を実施し、海外ＩＲにも積極的である。ＩＲ部門の位

置づけも高く、投資家が関心を寄せるテーマに関する説明もわかりやすい。環境が厳しい

中国事業についても経営陣がリスクも踏まえて具体的に説明する姿勢が評価されている。 

 

ＩＲ優良企業賞 受賞企業（社名 50音順） 

コマツ （07 年、08 年 ＩＲ優良企業賞、10 年 ＩＲ優良企業大賞） 

経営陣がＩＲに積極的で、経営理念や中長期の方向性が明確である。決算説明資料には、

投資家が知りたいことを踏まえた情報が掲載されており、アナリストはＩＲ部門が重要な

経営情報を把握していると感じている。個人投資家向けＩＲにも力を入れており、最近で

は個人株主向け工場見学やウェブサイトでの情報発信を充実させている。10年に大賞を受

賞した後の再受賞であり、今後とも高い水準のＩＲを継続してもらいたい。 

 

信越化学工業（初受賞） 

過去数年で着実にＩＲ活動への評価を高めている。経営トップがＩＲ活動に積極的にコミ

ットし、証券会社主催のカンファレンスやスモールミーティング、決算説明会での質疑応

答など、投資家との対話の機会が多いことも評価されている。投資家の理解促進につなが

る取り組みとして、自社工場の見学会なども積極的に設けている。ＩＲ部門の人員も拡充

され、ＩＲ部門との議論や取材が有益とのアナリストの声も多い。 

 

住友金属鉱山（11 年 ＩＲ優良企業賞） 

経営トップが長期ビジョンに基づく経営を志向し、企業価値を高めていこうとする姿勢が

高く評価されている。将来の方向性が明確で、目標に向けての過程を個別プロジェクトご

とに説明しているのでわかりやすい。ＩＲ部門が社内外の情報を収集・分析して作成する

資料の質も高い。豊富なデータや工場見学会がアナリストや機関投資家が理解を深めるの

に役立っている。株主総会の議案説明や ESG を意識したＩＲ活動にも意欲的である。 

 

富士重工業（初受賞） 

社長、CFO が決算説明会に参加し、自らの言葉で説明している。ＩＲ部門は、外部環境の

良し悪しにかかわらず、正確な情報開示に努めている。決算説明資料では投資家が興味を

持つ情報の記載を充実させており、工場見学のほか、新製品・技術等に関する説明会を積

極的に開催し、さまざまな部門を巻き込んだ全社ＩＲに力を入れている。米国事業の好調

とＩＲがあいまって結果を出したが、今後も質の高いＩＲを継続してほしい。 
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三井住友フィナンシャルグループ（初受賞） 

経営トップによる積極的なＩＲが高い評価を得ている。決算発表後に経営陣と主な事業部

門のトップが投資家と対話する機会を設けている点は、有益という評価が多い。決算説明

会資料は以前から充実していたが、近年、量と内容がバランス良く改善されてきた。投資

家が必要としている情報の要点もおさえている。データブックにおいて日・英併記の資料

を充実させるなどの取り組みにも力を入れている。 

 

ＩＲ優良企業特別賞 受賞企業 （社名 50音順） 

曙ブレーキ工業（初受賞） 

ＩＲ活動が年々向上し、それに対する評価が高まっている。ＩＲ部門は経営トップとの距

離が近く、ポジティブ、ネガティブに関わらず情報を適切に開示している。各種の資料や

ミーティングに対してもアナリストの評価が高い。例えば決算説明会資料は、一貫性、網

羅性の点で優れている。セグメント情報開示や説明も高評価で、再建に向けて関心が高ま

った北米の事業に関する資料や事業責任者による説明に対する支持が目立った。 

 

アサヒグループホールディングス（アサヒビールとして 04 年、10 年 ＩＲ優良企業賞） 

2011 年の純粋持株会社への移行を機にＩＲ部門を社長直轄の組織に変更し、経営トップが

率先してＩＲ活動に取り組む体制とした。情報開示の充実だけでなく、経営トップが資本

市場との対話を進め、その結果も踏まえた経営を行っている。2013 年 2 月に発表した長

期ビジョンと中期経営計画において ROE を高め EPS の持続的成長を目指し、企業価値の

向上に重点を置いた経営方針を打ち出した点が、投資家からの高い評価を得た。 

 

 

オートバックスセブン（初受賞） 

経営トップのＩＲに対する理解が深く、対話の機会を積極的に設けている。それにより投

資家の立場を理解し、社内にフィードバックして成果につなげようとする姿勢が伝わって

くる。中期経営計画の策定や説明からは進捗状況が把握でき、投資家視点も反映されてい

てわかりやすい。資本政策の判断や株主還元の方針が明確で、安定感がある。ＩＲ部門の

人数は少ないが、アナリストがアクセスしやすく、きめ細かな対応を続けている。 

 

三井化学（初受賞） 

経営トップが中・長期的な経営方針を投資家に伝え、対話しようとする姿勢が明確である。

ＩＲ活動に対する評価は安定しており、ＩＲ部門にはアナリストや投資家にとって有用な

情報が集積されている。各種の説明会も企画され、事業部門責任者による説明会や施設見

学会に対する評価も高い。環境が厳しい事業についても具体的な対応策を説明している。

カンファレンスコール資料もコンパクトで必要情報がまとまっている。 

 

ユナイテッドアローズ（02 年 ＩＲ優良企業奨励賞、03 年、05 年 ＩＲ優良企業賞、ＩＲ優良

企業特別賞は初） 

高水準のＩＲ活動を長期にわたって継続している。企業価値向上の意識が高く、社長交代
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後もＩＲ重視の姿勢は変わらない。ＩＲ部門のコミュニケーション能力や積極的かつ真摯

に対応する姿勢は極めて評価が高い。投資家が関心を寄せる情報提供にも熱心に取り組み、

原材料高騰の影響や EC 戦略について資料でコラムを設けたり、ウェブサイトの月次開示

を充実させるといった工夫をしている。事業責任者によるスモールミーティングの開催も

評価が高い。 

 

ＩＲ優良企業奨励賞 受賞企業  

アートネイチャー（初受賞） 

所属する業界は市場規模が小さく、投資家が理解しにくい点があるなかで、積極的なＩＲ

活動を行っている。今後、女性向け市場の成長が期待できることから、商品の使い方など

を含めた個人投資家向け説明会に力を入れている。成長ストーリーについては、短期の取

り組みと成果についての検証を行う一方、中期的なロードマップも明解に示されている。

月次データの発表では詳細なセグメント売上を掲載し、丁寧な開示に努めている。 

 

ぐるなび（初受賞） 

インベスターズ・デーを開催するなど積極的なＩＲ活動に取り組んでいる。経営トップや

CFO をはじめ、事業責任者も参加するなどＩＲ活動への意欲が高い。経営面では、課題が

目立つ時期もあったが、そのなかで経営トップが現状を客観的に分析し、ＩＲ活動で成長

シナリオと実現への取り組みを継続的に訴えてきたことが成果につながり始めている。顧

客向けイベントにアナリスト、機関投資家を招待するなどの工夫もしている。 

以上 


